
平成 29 年度大阪大学一般入試（前期日程）等の理科（物理）における 

出題及び採点の誤りについて 

平成 30年 1月 6日 

大  阪  大  学 

このたび、本学において、平成 29 年度大阪大学一般入試（前期日程）等の理

科（物理）における出題及び採点に誤りがあったことが判明いたしました。その

ため、改めて採点及び合格者判定を行い、新たに 30 名を合格者としました。 

また、理学部、工学部、基礎工学部の第 2志望学科に合格し本学に在学してい

る学生の中に、第 1 志望学科に合格している者が 9 名いることが判明し、新た

に第 1志望学科の合格者としました。 

厳正・確実であるべき入学試験においてこのような事態を引き起こし、受験生、

在学生及びご家族並びに関係者の皆様には多大なご迷惑をお掛けすることとな

り、深くお詫び申し上げますとともに、当該合格者及び学生のことを最優先に考

え、一人ひとりのご事情を考慮して、誠心誠意対応してまいります。 

本学としましては、今回の事案を厳粛に受け止め、今後このようなことが生じ

ないよう、教職員の意識向上に一層努めるとともに、鋭意、再発防止に努めてま

いります。 

・事案の詳細は別添のとおり 

（本件問合せ先） 

大阪大学 教育・学生支援部 



（別 添） 

平成 29 年度大阪大学一般入試（前期日程）等の理科（物理）における 

出題及び採点の誤りについて（詳細） 

Ⅰ 概要 

1. 学部学科名 

理学部・医学部・歯学部・薬学部・工学部・基礎工学部の全学科 

2. 入試方法区分 

一般入試（前期日程） 

帰国生徒特別入試 

私費外国人留学生特別入試 

3. 試験実施年月日 

平成 29年 2月 25 日（土） 

4. 合格発表年月日 

平成 29年 3月 9日（木） 

5. 誤りのあった試験科目 

理科（物理） 

当該科目を必須科目として課している学部学科

理学部（物理学科、生物科学科（生命理学コース）） 

工学部（応用自然科学科、応用理工学科、電子情報工学科、 

環境・エネルギー工学科、地球総合工学科） 

基礎工学部（電子物理科学科、化学応用科学科、システム科学科、 

情報科学科） 

当該科目を選択科目として課している学部学科

理学部（数学科、化学科、生物科学科（生物科学コース）） 

医学部（医学科、保健学科） 

歯学部（歯学科） 

薬学部（薬学科、薬科学科） 

（各募集人員、受験者数、理科（物理）解答者数は別紙１参照。） 
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6. 当該入試区分の募集人員 

一般入試（前期日程）       1,774 名（前述 5の学部学科分） 

帰国生徒特別入試         若干名 

私費外国人留学生特別入試   若干名 

7. 当該科目の受験者数 

一般入試（前期日程）       3,815 名 （理科（物理）解答者数） 

（大阪大学全体の受験者数は 7,178 名） 

帰国生徒特別入試      7 名 （全体の受験者数は 21名） 

私費外国人留学生特別入試    28 名 （全体の受験者数は 136 名） 

8. 誤りのあった問題の配点（素点） 

     問題〔3〕 

問 4  3 点 

問 5  4 点 

9. 誤りのあった科目の満点（素点） 

100 点 

Ⅱ 誤りの内容、発見の経緯及び経過、対応 

1. 誤りの内容 

理科（物理）の問題〔3〕において、問 4に採点の誤り及び問5に出題の誤りがあることが

判明した。 

問 4 には複数の解答が存在したが、採点時において特定の解答（下記「当初の正答」）

のみを正解として扱ってしまった（採点誤り）。また、問 5 については問 4 の特定の解答の

みを前提とした出題であったため、問 4 の複数の解答（下記「検討後の正答」）と整合しな

いこととなった（出題誤り）。（当該問題（抄）は別紙 2参照。） 

問 4：当初の正答 2d=(n-1/2)λ → 検討後の正答 2d=nλ ，2d=(n-1)λ ，2d=(n-1/2)λ 

                                  のうちのいずれか一つ

   問 5：問題の数値設定に不整合 → 全員に 4点を付与 
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2. 発見の経緯及び経過 

    平成 29 年 8 月 9 日（水）、外部の方から大阪大学理学部にメールがあり、平成 29 年度

大阪大学一般入試（前期日程）理科（物理）の問題〔3〕の問4と問5（以下「同問題」と表記）

に不整合があるとの指摘があった。同問題の問題作成責任者と副責任者による検討を踏

まえ、同月21日（月）に、本学の解答例が正しい旨を本学本部事務機構教育・学生支援部

入試課（以下「入試課」と表記）から当該外部の方に回答した。 

平成 29 年 12 月 4 日（月）、8 月とは別の外部の方から入試課にメールがあり、同問題

の不整合について、詳細な指摘があった。指摘内容を問題作成責任者と副責任者が検討

し、さらに本学の 4 名の教員も加わり、慎重な検討を重ねた。その結果、12 月 19 日（火）

に、当該外部の方による指摘が正当であることが判明した。 

12 月 19 日（火）から 20 日（水）の間において、同問題の採点の取扱いについて検討を

行い、21 日（木）から同問題の採点のやり直しを開始した。 

また、大学として本事案の重要性を認識し、同問題の問題作成責任者等に事情の聴き

とりを行った。その中で、平成 29年 6月 10 日（土）に開催された「物理教育を考える会（大

学入試問題検討会）」（主な出席者は高校教員）において、同問題に対し同様の指摘を受

け、同会から呼ばれて参加していた本学の問題作成責任者が本学の解答例が正しい旨を

説明していたことが判明した。 

    採点のやり直しが終了した後、同年 12月 27日（水）から 28 日（木）の間において、関係        

学部において再度の合格者判定を行い、その後、同年12月 29日（金）から平成30年 1月

5 日（金）の間に、関係各学部の合格候補者に誤りがないかなどの再確認及び新たな合格

者（以下「新合格者」と表記）への対応等の検討を行った。 

    その後、本学総長による新合格者の決定を平成 30年 1月 6日（土）に行った。 

3. 対応 

同問題に係る 2 つの設問について、理科（物理）を受験した全員の答案の採点をやり直し

た。問 4 については、採点に誤りがあったことから当初正答とした解答を含む 3 つの解答を

正答とした。問 5 については、出題に誤りがあったことから全員に満点を与える取扱いとした。

その上で、合格者判定をやり直した。その結果、本来合格とすべき者で当初に不合格とされ

た 30名を新合格者とした。 

新合格者のうち、本学への入学を希望する者については、本学の当該学部学科に入学を

認めるとともに、本学に入学を希望しない者を含め新合格者全員に対して必要な補償を行う。

（新合格者の入学年次（学年）、入学後の修学上の配慮及び補償内容等については、各個

人の状況により個別に対応する。） 

また、本学の理学部、工学部、基礎工学部においては、志望学科を第2志望まで選択でき

る仕組みとなっており、本来第 1 志望学科に合格すべきものが第 2 志望学科に合格とされ、

すでに第 2 志望学科に在学している学生が 9 名いることが判明した。これらの学生のうち、

第1志望学科への転学科を希望する者については、当該学科への転学科を認める措置を取

る。 
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4. 新合格者等の人数 

 理学部        4 名（物理学科 4名） 

 医学部         2 名（医学科 2名） 

 歯学部              1 名（歯学科 1名） 

 薬学部              2 名（薬学科(6年制) 1 名、薬科学科(4 年制） 1 名) 

 工学部       19 名（応用自然科学科 7名、応用理工学科 4名、 

環境・エネルギー工学科 4名、地球総合工学科 4名） 

 基礎工学部       2 名（電子物理科学科 1名、化学応用科学科 1名）      

  合 計        30 名 

   第 1 志望学科に合格すべきところ第 2志望学科に合格とされた者の人数 

                        9 名（理学部 1名、工学部 5名、基礎工学部 3名） 

いずれも一般入試（前期日程）の受験者であり、帰国生徒特別入試及び私費外国人留学生

特別入試には該当者はいない。 

Ⅲ 誤りが起こった原因 

1. 採点・出題の誤り 

問題作成の際、問 4 については解答を限定するための条件設定を行わなかったため、複

数の解答が可能であったが、他の解答を見落とし、特定の解答のみを正答として採点を行っ

てしまったこと。また、問 5 については、問 4 における複数の解答の可能性を考慮せずに問

題作成したこと。 

2. 発見から対応までの遅れ 

外部からの指摘に対して、組織的対応の仕組みを構築していなかったこと。 

Ⅳ 新合格者等への周知方法 

新合格者には、速達書留郵便にて、本日（1 月 6 日（土））、合格通知書を送付した。また、電

話でも個別に連絡を行っている。第 2 志望学科に合格とされた学生には、学内において個別に

連絡を行っている。 

さらに、新合格者を対象とする専用の相談窓口（電話）を開設し、質問等の対応を行う。 

Ⅴ 再発防止策 

出題に関しては、従来から行っている、問題作成段階における問題作成責任者、問題作成
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に関わった教員、問題作成に関わっていない教員による問題案の複数回にわたるチェック及

び試験時間中における本学教員によるチェックの確実な実施に加えて、試験終了から合格

者判定までの段階で再度のチェックを実施することにより、厳格・厳重な問題の確認・検討を

強化し、出題及び採点の誤りの防止を徹底する。 

    また、本学理事を委員長とする出題検証委員会を設け、出題に関する問題点・疑義の指摘

等が外部等からあった場合には、それらの指摘を速やかに共有・集約し、問題作成に関わっ

た者以外の者を含む多様なメンバーにより、迅速に対応・検討する体制を構築する。 

5



別紙１
一般入試
学部 学科 募集人員 受験者数 物理解答者数 理科の要科目選択数 理科の配点 物理の必須・選択の別

数学科 42 2 250 選択
物理学科 66 2 250 必須
化学科 69 2 250 選択
生物科学科（生物科学コース） 25 2 250 選択
生物科学科（生命理学コース） 20 2 250 必須
医学科 100 189 173 2 200 選択
保健学科（看護学専攻） 78 161 31 1 100 選択
保健学科（放射線技術科学専攻） 39 82 61 2 200 選択
保健学科（検査技術科学専攻） 39 66 31 2 200 選択

48 116 80 2 200 選択
薬学科 20 82 54 2 250 選択
薬科学科 45 86 64 2 250 選択
応用自然科学科 210 2 A250、B①300、B②450必須
応用理工学科 240 2 A250、B①300、B②450必須
電子情報工学科 157 2 A250、B①300、B②450必須
環境・エネルギー工学科 72 2 A250、B①300、B②450必須
地球総合工学科 114 2 A250、B①300、B②450必須
電子物理科学科 90 2 250 必須
化学応用科学科 75 2 250 必須
システム科学科 151 2 250 必須
情報科学科 74 2 250 必須

1774 4243 3815

帰国生徒特別入試
学部 学科 募集人員 受験者数 物理解答者数 理科の要科目選択数 理科の配点 物理の必須・選択の別

数学科 2 2 250 選択
物理学科 0 2 250 必須
化学科 0 2 250 選択
生物科学科（生物科学コース） 1 2 250 選択
生物科学科（生命理学コース） 0 2 250 必須
保健学科（看護学専攻） 2 0 1 100 選択
保健学科（放射線技術科学専攻） 0 0 2 200 選択
保健学科（検査技術科学専攻） 1 0 2 200 選択
応用自然科学科 0 0 2 250 必須
応用理工学科 2 2 2 250 必須
電子情報工学科 1 1 2 250 必須
環境・エネルギー工学科 0 0 2 250 必須
地球総合工学科 0 0 2 250 必須
電子物理科学科 0 0 2 100 必須
化学応用科学科 0 0 2 100 必須
システム科学科 1 1 2 100 必須
情報科学科 0 0 2 100 必須

若干名 10 7

私費外国人留学生特別入試
学部 学科 募集人員 受験者数 物理解答者数 理科の要科目選択数 理科の配点 物理の必須・選択の別

数学科 3 2 250 選択
物理学科 5 2 250 必須
化学科 0 2 250 選択
生物科学科（生物科学コース） 1 2 250 選択
生物科学科（生命理学コース） 0 2 250 必須
保健学科（看護学専攻） 0 0 1 100 選択
保健学科（放射線技術科学専攻） 0 0 2 200 選択
保健学科（検査技術科学専攻） 1 1 2 200 選択

若干名 1 1 2 200 選択
薬学部 薬科学科 若干名 5 1 2 200 選択

応用自然科学科 1 1 2 250 必須
応用理工学科 3 3 2 250 必須
電子情報工学科 2 2 2 250 必須
環境・エネルギー工学科 1 1 2 250 必須
地球総合工学科 2 2 2 250 必須
電子物理科学科 0 0 2 100 必須
化学応用科学科 1 1 2 100 必須
システム科学科 4 4 2 100 必須
情報科学科 3 3 2 100 必須

若干名 33 28

若干名

若干名

若干名

若干名

782

3

8

782

若干名

若干名

若干名

若干名

工学部

理学部

医学部

薬学部

396

2143

536

2143

平成２９年度大阪大学一般入試「理科（物理）」の実施状況

基礎工学部

合計

理学部

医学部

工学部

工学部

基礎工学部

合計

合計

理学部

医学部

基礎工学部
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別紙２
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